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今回は認知症の⽅に“伝えたいことを伝え
る”ポイントを紹介します。認知症は進⾏と
ともに、箸で⾷べる・⻭を磨く・トイレに座る・
⼿を洗うなどの⽣活動作が記憶から⼀つず
つ消失して、できることが少なくなっていきます。
それを防ぐには、⽣活動作を⾏う機会を絶
やさないことが⼤事です。ところが、理解⼒の
低下した認知症の⽅には、なかなか声掛け
だけでは伝わりません。

例えば、⾷事をとっていた場所で、⾷後
そのまま⻭磨きをすすめると、⻭ブラシを⾷べ
てしまわれることがあります。これは、⾷事や
⻭磨きなどの場所はそれぞれ決まっていて、
⽇常⽣活の中で⻑年なじんできたため、それ
以外の場所で⾏おうとすると勘違いしたり、

とまどってしまったりするのです。そのような
時、”然るべき場所で⾏う”ようにするだけで、
理解度が違ってきます。ベッドサイドでは
りんごと包丁を前に、どうしてよいか分からな
かった⽅が、台所ではてきぱきと⽪をむき出し
た例もあります。

このように認知症の⽅にとって、⽣活動作
をする「場所」はとても⼤切です。然るべき
場所で伝えることで、こちら側の思いが伝わり
やすくなります。
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伝わるように伝える(1) 〜然るべき場所で〜
（しか）


